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翻訳を修正中です。最新の原文は、下記リンク先から CAS No.等で検索することができます。 
http://webnet.oecd.org/hpv/ui/Search.aspx 
 
 
SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 18, 20/04/2004 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

エデト酸（EDTA）  

 

物 質 名  ： Ethylenediamine-N,N,N',N'-tetraacetic acid：Edetic acid  

構 造 式  ：C10H16N2O8  

CAS No. ：60-00-4  

  

勧告  

本物質は今後の作業の候補物質である。  

  

SIAR の結論の概要 

ヒトの健康  

 EDTA は強力なキレート剤であり，その毒性学的プロファイルは主にこの特性に基づいている。腸からの

吸収は少なく(5％)、主に錯体の性質に依存している。皮膚吸収は非常に少ない（0.001％）。糸球体ろ過と尿

細管分泌の後，尿から排泄される。摂取後に EDTA はほとんど代謝されず，糸球体ろ過と尿細管分泌後に尿

を通じてキレート錯体として排泄される。EDTA の生理学的活性は金属代謝の障害による。亜鉛やマグネシ

ウムのような二価の金属イオンが生体から排出される。  

 

 動物データから，急性経口毒性は低いことが示される。急性皮膚毒性に関するデータは入手できなかった。

急性吸入毒性に関するデータをリスク特徴解析に使用するには適切ではない。皮膚刺激は弱いが、眼に対す

る刺激作用が見られた。ヒトで得られたデータから，本物質が皮膚接触により感作を引き起こす可能性があ

るという限定的な証拠が指摘される。EDTA の動物試験データが入手できなかったので，信頼できるリスク

特徴解析を行うための動物試験（Magnusson Kligman 試験）を実施する必要がある。   

 

 反復投与毒性試験（経餌、雄ラット、90 日間試験，雌雄のラットとマウス、2 年間毒性試験）から，Na2EDTA 

と Na3EDTA の 500mg／kg／日という NOAEL が導出された。範囲検出試験の更に高い用量で，下痢，

るい痩，体重減少，ときに食道と前胃の不全角化症，ならびにヘモグロビンとヘマトクリット値の低下が明

らかになった。  

 

EDTA の発がん性については懸念が無い。  

 

EDTA とそのナトリウム塩の遺伝毒性に関する結果は一貫していない。細菌突然変異試験は陰性であるが，

高濃度へのばく露後にマウスリンパ腫細胞の DNA 損傷と突然変異が認められる。有効な in vitro染色体異

常試験が欠如している。EDTA とそのナトリウム塩は D. melanogasterに染色体欠失を誘発した。マウス骨
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髄細胞を用いた 1 件の研究では Na2EDTA は無有害影響量で小核を誘導したが，マウスの体細胞の小核，

異数倍数体，姉妹染色分体交換の各評価項眼では陰性の結果も報告された。胚細胞において，高用量による

小核誘導に関して 1 件の陽性結果（精子細胞）が報告されているのに対して，染色体異常（精租細胞），異

数倍数体（精母細胞），優性致死突然変異については陰性の結果が得られた。  

 

EDTA とそのナトリウム塩の遺伝毒性の結果は矛盾しており，したがって遺伝毒性を確実に評価すること

ができない。マウス骨髄小核試験の矛盾する知見はとくに重要である。 

 

生殖毒性に関しては，ヒトから得られた有効なデータは入手できなかった。CaNa EDTA の動物試験から

得られたデータは，250mg／kg 体重／日までの用量で生殖能力と着床に対する有害影響の証拠を示さなかっ

た。発生毒性試験では EDTA，Na EDTA，CaNa EDTA の特異的な胎仔毒性と催奇形性の可能性が明らか

にされた。発生影響を生じるメカニズムは，亜鉛の枯渇による亜鉛欠損により起こることが明らかにされて

いる。これらの影響は酸，アルカリ金属塩，アルカリ土類金属塩のいずれであるかとは無関係である。 

  

環境  

 HEDTA の水への溶解度は 20℃で 0.4g／L である。蒸気圧の値が不明なので，蒸気圧と水への溶解度か

らヘンリー定数を算出することができない。本物質はイオンの特性を持つので，水溶液からの蒸発は起こら

ないと考えるべきである。EDTA の Mackay レベル I 計算により，水圏が主な分配区画であると予測され

る（99.999％）。  

 

 環境中 pH 条件下ではイオン構造をとることから，土壌または底質の有機質部分への吸着は無いと思わ

れる。  

 

 EDTA は加水分解されにくく，強酸によっても強アルカリによっても分解されない。錯体を形成していな

い EDTA は環境条件下で光分解により分解されないことが研究により明らかにされた。何人かの研究者は水

溶液中の Fe(III)EDTA の光分解の半減期は 20 日と推定した。他の，OH ラジカルまたは一重項酸素

(singlet oxygen)との反応による無生物的分解は（直接光分解と比較して）反応定数が非常に小さく，環境に

対しては重要でない。  

 

 地表水中の Fe(III)EDTA の光分解の際に，また処理場および環境中の他の種類の EDTA の生分解の際

に反応生成物が形成され，それが更なるばく露を引き起こす。反応生成物の ketopiperazinediacetate 

(KPDA)とエチレンジアミン三酢酸（ED3A）がドイツの河川と飲料水中に検出された。  

 

 異なる標準 OECD 試験により，EDTA は本来生分解されないことが示された。最近のデータから，アル

カリ性条件下では EDTA は分解可能であることが示唆される。EDTA は地表水中で生分解されないと考え

られる。  

 

魚類による生物蓄積性試験で，EDTA は生物蓄積性を持たないことが示された。  

 

魚類の短期試験により，EDTA と Na-EDTA は錯体ではない形のときに毒性が高いことが明らかになった。
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キレート化剤の量に対して化学量論的に多い EDTA が存在するときにのみこのようなことが生じる。これら

の条件下では，錯化剤は種々のイオンを必須濃度よりも低下させて栄養の欠乏を引き起こす。水の硬度が高

くなるにしたがって、死亡のような毒性作用を引き起こすのに必要な EDTA の濃度は高くなった。種々の生

態毒性学的試験の結果によれば，EDTA は主に金属イオンの体内経路に影響を及ぼす。試験条件下で，固有

の特性と，栄養枯渇およびその他の錯化により生じた影響とを区別することは難しいので，EDTA のキレー

ト化という特性は PNEC の導出に問題をもたらす。入手できた急性毒性に関するテストでは，EDTA の濃

度が高すぎて，物質に非特異的な影響を排除できなかった。一般に，このように高い濃度範囲の試験は有効

とはみなされず，ゆえに入手できた短期試験の結果を使用して PNEC を決定することはありそうも無い。

EDTA の影響評価は長期試験に基づかなければならない。EDTA についてはミジンコと藻類の長期試験が入

手できた。次のような結果が明らかになった：Daphnia magna（ミジンコの 1 種）の 21 日間 NOEC＝

22mg／L； Scenedesmus subspicatus（クロレラ眼の 1 種）の 72 時間 EC10＝＞100mg／L。評価係数 

50 を使用し，Daphnia magnaの 21 日間試験から，0.44mg／L という PNEC が導出された。 環境挙動

の特性に基づくと，EDTA は底質，大気，陸圏および食物連鎖について懸念が無いように思われる。適切な

研究が無いため，これらの区画の正式な PNEC は確立されなかった。  

 

 ばく露  

 EDTA は主に酸（H4EDTA）として，またナトリウム塩(Na4EDTA)として製造および使用される。量は

少なくなるが，他の塩または金属錯体も製造・使用されている。全種類の EDTA の種々の用途からの環境ば

く露は重複している。欧州連合では H4EDTA 当量にして 53,900 トン／年の EDTA が製造されている。 

  

 EDTA は錯化剤として多くの産業部門，たとえば家庭用洗剤，業務用洗剤，光化学，織物，パルプと製紙，

めっき，農業，化粧品，水処理，その他に使用されている。  

 

 EDTA は大量に使用され，排出される。EDTA は水溶性化合物なので，主に廃水中に排出される。H4EDTA 

と Na4EDTA が製造・使用などの際に排出されるとき，最初に使用された化合物(酸または塩)とは無関係に

同じイオン種が環境中に生成する。それゆえ，H4EDTAと Na4EDTA の排出は合計しなければならない。  

  

勧告される今後の研究の性質 

次のような情報が今後必要である：  

Ca-EDTA の魚類による長期試験を実施する必要がある。  

EDTA の次のような発生源からの排出に関する情報が今後必要である：製造現場  

織物産業，排煙処理，なめし皮工場，廃棄物利用工場，光化学および「その他」の用途での使用。  

地表水，産業処理場の放流水，飲料水中のいくつかの EDTA 代謝産物のばく露を明らかにするために

モニタリング計画を実施する必要がある。  

 

リスクの制限が必要である：  

業務用洗剤，めっき，製糸工場での EDTA の使用により，水圏への大量の排出が起こることから，このよ

うな結論に到達した。  

 

ヒトの健康に関するリスクアセスメントを実施するために次のような情報が今後必要である：  
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Magnusson Kligman テスト  

in vivo 小核試験  

 

 本物質はRegulation EEC/793/93に従って「欧州連合リスクアセスメント計画」において検討中であ

る。  

  
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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